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1.はじめに
私たちは，外国人と対話する場合，すでに自分たちの社会
における既存の方法を基準に考えてしまうことがある。しか
し，これからの多文化共生社会においては，相互の対話や社
交の方法を理解していく必要があるだろう。そこで，本研究
では，フランス社会に着目し，その社会に属する人々が私た
ちの会話や社交の方法をどのように感じ，逆に私たちが，そ
の社会に属する人々の方法にどのような戸惑いを感じるのか，
ということを明らかにしていくことを目的とする。
社交について，貫田 1) は在日外国人留学生 254 名を対象
としたアンケート調査から，「友達付き合い」「異文化交流に
ついての価値観」「友人の国籍構成」「言語使用状況」「自己
開示度」「共有する話題について」を明らかにしているが，
社交についての具体的な事例を扱うものは少ない。 
そこで本論では，私たちと同じ年齢の，フランス人大学生
２名を対象にして，2015 年 11 月から 2016 年 8 月の間に
様々な形態で，７回の社交に関する考察のための実験を行っ
た。内容は，日本の伝統行事や現代的女子会などを想定した，
①街歩き会・打ち上げ会	 ②夕食会	 ③お餅つき会	 ④カラ
オケ会	 ⑤映画鑑賞会・喫茶会	 ⑥宿泊会	 ⑦送別会（たこ
焼きパーティー）である。また，それぞれを「フィールドワ
ーク」「食事」「家族交流」「交友」に分類し，考察を行っ
た。その際に，私たちが，彼女たちに感じたことと，彼女た
ちが私たちに対して感じたことを「挨拶」「食事方法」「会
話」「贈答」の 4 つ着目視点に分類し，記録を行い，それを
もとに考察を行った。またアポイントメントについても着目
し，考察を行った。
表 1	 実験の概要	
図 1	 社交における着目視点	
2.社交における挨拶に関する考察
分析の結果，それぞれの挨拶に関して，フランスにおける
挨拶の方法のひとつである，「ビズ」についての意見が双方
から挙げられた。日本人女子大学生からは，「ビズには少し
戸惑いを感じた」という意見が，フランス人女子大生からは，
「日本人はスキンシップをあまりしない気がするので，『本
当にいいの』とか『どうしよう』と思っていた」と意見が挙
げられた。これら双方の意見から，社交において，最初の段
階である「挨拶」の時点で，文化の違いによる戸惑いが双方
に生じていることが分かった。	
3.社交における食事方法に関する考察
本項目では，食事方法に関する双方の意見を，「食事作法」
「食事中の会話」「その他」に分類し，考察を行った。
	 分析の結果，「食事作法」に関しては，日本人女子大学生
からは，食事スピードに関する意見が多く挙げられた。一方，
フランス人女子大生からは，共同のプレート（皿）から各自
で自身のプレートに取り分ける食事スタイルに対しての意見
や，食事中の音に関する作法についての意見が挙げられた。
	 「食事中の会話」に関しては，日本人女子大学生からは，
飲食物を口に含んだ状態で，会話をしないことに対しての意
見が多く挙げられたが，フランス人女子大学生からは，食事
中の会話に関する意見は挙げられなかった。
	 このことにより，日本人女子大学生が着目した，食事スピ
ードに関する意見と食事中の会話に関する意見から，一般的
にフランス人が食事をする際の作法として挙げられる，飲食
物を口に含んだ状態で会話をしないという点は，私たちと同
世代である，フランス人女子大学生においても事実である。
［指導教員：武庫川女子大学准教授　三宅 正弘］
表 1	 食事方法に関する相互意見	
4.社交における会話に関する考察
本項目では，会話に関する双方の意見を，「会話作法」「会
話内容」「その他」に分類し，考察を行った。	
	 分析の結果，「会話作法」に関しては，日本人女子大学生
からは，食事に関する分析における食事作法で挙げられた意
見と類似したものも挙げられた。また，会話において，積極
的な姿勢に関しての好意的な意見も挙げられた。一方，フラ
ンス人女子大生からは，会話作法について，特に意見は挙げ
られなかった。	
	 「会話内容」に関しては，日本人女子大生からは，特に意
見は挙げられなかった。一方，フランス人女子大学生からは，
恋人に関する質問をすることへの戸惑いについての意見が挙
げられた。	
表２	 会話に関する相互意見	
5.社交における贈り物に関する考察
本項目では，フランス人女子大学生から，日本では，友人
宅に訪問した際に，ホストからゲストに対しても，贈り物を
することについて，「驚いた」という意見が挙げられた。	
6.まとめ
本研究で明らかになったことは，フランス社会と日本社会
では，社交において戸惑いを感じる点が異なるということで
ある。また，双方とも，文化の影響から無意識に行っている
言動に対しての意見が多く挙げられた。このことから，それ
ぞれの国の文化を理解することの必要性は明らかである。	
	 また，今回の調査実験では，フランス人女子大学生を対象
としたが，他国の人を対象に同様の実験を行うことで，より
具体的に他国の文化を理解することの，重要性を述べること
を，次回の考察としたい。	
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